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山
方
地
域
照
山
地
区

字
鏡
石
に
は
、
昭
和
十

一
年
に
茨
城
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

「
鏡
岩
」
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、風
化
に
よ
っ

て
鏡
の
よ
う
に
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
平
ら
な
石

の
面
は
、
か
つ
て
は
磨

か
れ
た
鏡
の
よ
う
だ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。

　

鏡
岩
は
、
今
か
ら
一

三
〇
〇
年
前
に
は
既
に

著
名
な
産
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に

編
さ
ん
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
日
本
最
古
の

地
誌
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
常
陸
風
土
記
』

に
は
、「
東
山
石
鏡
、
昔
在
魑
魅
、
萃
集
翫

見
鏡
、
則
自
去
（
云
）」（
東
の
山
に
石
鏡

が
あ
り
、
昔
、 
魑  
魅 
（
怪
物
）
が
集
ま
っ

ち 

み

て
鏡
を
も
て
あ
そ
び
、
立
ち
去
っ
た
）
と

い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
「
石
鏡
」
が
鏡

岩
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く
の
地

誌
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
水
戸
藩
の
学

者
小
宮
山 
楓  
軒 
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

ふ
う 
け
ん

『
水
府
志
料
』
の
う
ち
、「 
生  
井  
澤 
村
」（
現

な
ま 
い 
ざ
わ

在
の
照
山
）
で
は
産
物
と
し
て
特
に
「 
月 げっ

 
鏡 

き
ょ
う 

石 
」
を
挙
げ
、「
鏡
山
と
い
へ
る
散
野
に

せ
き

あ
り
。
鏡
の
く
も
れ
る
如
く
色
薄
黒
し
。

面
平
ら
か
に
し
て
光
り
あ
り
」
と
い
う
解

説
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、江
戸
時
代
後
半
の
天
保
年
間（
一

八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
に
成
立
し
た
、
常

陸
国
の
地
誌
の
代
表
格
で
あ
る
『
新
編
常

陸
国
誌
』
の
中
の
「
月
鏡
石
」
の
項
に
は

「
今
、
久
慈
郡
生
井
澤
村
鏡
山
ト
云
処
ニ
、

月
鏡
石
ト
云
ア
リ
、面
平
ニ
シ
テ
光
ア
リ
、

殆
鏡
ノ
如
シ
、
近
年
人
取
テ
以
テ
翫
物
ト

ス
。
或
ハ
硯
ニ
作
ル
、
コ
ノ
村
ハ
河
内
郷

ノ
内
ナ
レ
バ
、
風
土
記
ニ
所
謂
ル
石
鏡
ハ

即
コ
ノ
月
石
鏡
ナ
リ
、」
と
あ
り
、
生
井
澤

村
の
月
鏡
石
が
『
常
陸
風
土
記
』
の
「
石

鏡
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
補

注
で
、
物
影
を
よ
く
映
す
様
子
が
月
の
よ

う
で
も
鏡
の
よ
う
で
も
あ
る
た
め
「
月
鏡

石
」
と
い
う
美
し
い
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ

と
、
月
鏡
石
は
一
丈
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）

四
方
の
場
所
か
ら
し
か
産
出
せ
ず
、
か
つ

て
は
領
主
の
許
可
が
な
け
れ
ば
掘
り
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
筑
波

山
に
も
月
鏡
石
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
。
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地
質
学
的
に
、
鏡
岩
は
ど
の
よ
う
に
し

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鏡
岩
は
、
新
生
代
第
三
紀
中
新
世
西
野

内
層
（
＝
浅
川
層
）
に
残
さ
れ
た
、
お
よ

そ
一
七
〇
〇
万
年
前
の
断
層
運
動
地
震
の

痕
跡
で
す
。

　

西
野
内
層
中
の 
礫  
質  
砂  
岩 
（
小
石
を
含

れ
き 
し
つ 
さ 
が
ん

む
砂
岩
）
が
断
層
運
動
で
ず
れ
て
切
断
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
断
層
面
（
す
べ
り
面
）

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
断
層
面
が
そ
の
後
幾

度
か
の
断
層
運
動
で
擦
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
滑
ら
か
で�
ピ
カ
ピ
カ�
の
光
沢
を

持
つ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

光
沢
を
持
つ
面
は
地
質
学
で
は「
鏡
肌
」

と
よ
ば
れ
ま
す
。
断
層
面
の
方
向
は
北
西

－

南
東
方
向
で
、傾
斜
は
ほ
ぼ
垂
直
で
す
。

　

鏡
肌
は
ど
ん
な
地
層
で
も
形
成
さ
れ
ま

す
が
、
鏡
の
よ
う
な
光
沢
と
な
る
に
は
硬

い
地
層
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

太
古
の
出
来
事
で
す
が
、
硬
い
地
層
を

�
切
断
し
て
磨
き
上
げ
た�
断
層
運
動
と
、

そ
れ
に
伴
い
発
生
し
た
地
震
は
、
想
像
を

絶
す
る
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

大
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
珍

し
い
鏡
岩
を
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

﹇
写
真
提
供
﹈
菊
池
芳
文
氏

﹇
参
考
文
献
﹈
企
画
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
常

陸
大
宮
の
地
下
資
源
』（
執
筆
菊
池
芳
文
）

□
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
鏡
岩
を
は
じ

め
と
し
て
、
市
内
で
産
出
す
る
身
近
な

鉱
物
や
歴
史
的
に
著
名
な
鉱
物
、
珍
し

い
貴
重
な
地
下
資
源
を
集
め
た
企
画
展

「
常
陸
大
宮
の
地
下
資
源
―
地
域
を
さ

さ
え
た
宝
物
―
」
を
三
月
三
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
�かがみ�
��
�いわ

▲鏡岩




